
いのち支える自殺対策について

□調査期間 令和６年８月５日～８月１６日

□調査の趣旨

　
□対象者数 1,323 人（令和６年８月５日現在）

□回答者数 859 人

□回答率 64.9 ％

（図および表中の比率は、少数点第２位を四捨五入して表示しています。したがって、内訳を合計しても１００％に合致しない場合があります。）

【Q１】まずは、モニター情報を教えてください。

【職業】

内訳 人数 ％

会社員 306 35.6

自営業 57 6.6

農林水産業 8 0.9

パート・アルバイト 190 22.1

専業主婦（夫） 177 20.6

学生 4 0.5

無職 99 11.5

その他 18 2.1

合計 859 99.9

【年齢】

内訳 人数 ％

１０歳代 1 0.1

２０歳代 25 2.9

３０歳代 169 19.7

４０歳代 218 25.4

５０歳代 206 24.0

６０歳代 149 17.3

７０歳代 67 7.8

８０歳以上 24 2.8

合計 859 100.0

自殺者数は全国で毎年２万人を超え、本市においては毎年６０人前後となっており、自殺は深刻な問題となっています。国
では、世界自殺予防デーに因んで、毎年９月１０日～１６日を「自殺予防週間」、自殺者数の多い３月を「自殺対策強化月
間」とし、本市においても様々な普及啓発を行っています。
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【性別】

内訳 人数 ％

男性 315 36.7

女性 532 61.9

無回答 12 1.4

合計 859 100.0

内訳 人数 ％

どちらも知っていた 179 20.8

自殺予防週間だけ知っていた 111 12.9

自殺対策強化月間だけ知っていた 57 6.6

どちらも知らなかった 512 59.6

合計 859 99.9

【Q２】あなたは「自殺予防週間」、「自殺対策強化月間」を知っていましたか？（ひとつだけ選択）
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内訳 人数 ％

市報わかやま 414 48.2

見たこと、聞いたことはない 283 32.9

いのち支えるポスターコンクールの募集・
作品展示 148 17.2

SNS（和歌山市のLINE・X） 116 13.5

その他 105 12.2

和歌山市の公式ホームページ 96 11.2

新聞・その他情報誌 93 10.8

相談窓口カード入りポケットティッシュ 73 8.5

街頭啓発 52 6.1

パンフレット 49 5.7

ラジオ（ゲンキ和歌山市） 24 2.8

横断幕 18 2.1

市役所１階の動画モニター 5 0.6

市民図書館デジタルサイネージ 5 0.6

【Q３】本市では自殺対策について、以下の様々な方法で普及啓発を行っています。あなたが見たことがあるもの、聞いたことがあるものを教えて下さい。（あてはまる
もの全て選択）
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【Q３-１】その他（対象105人）
〇 昨年のアンケートで。
〇 駅ポスター
〇 現場の看板（三段壁など）
〇 和歌山城のライトアップ
〇 どこで見たか忘れた。
〇 TV
〇 意識したことがない。
〇 いのちと健康を守る会等の民間団体
〇 覚えていない。
〇 白浜の電話ボックス
〇 見ていない。
〇 自殺対策についてはいろいろな場面、媒体で見ることはある。しかし、それが、「和歌山市の」かどうかの記憶はない。

内訳 人数 ％

市報わかやま 700 81.5

SNS（和歌山市のLINE・X・Facebookなど） 272 31.7

和歌山市の公式ホームページ 264 30.7

テレビ（わがまち和歌山など） 190 22.1

その他 154 17.9

インターネットのニュースサイト 150 17.5

新聞・その他情報誌 148 17.2

チラシやポスター 76 8.8

特になし 47 5.5

ラジオ（ゲンキ和歌山市など） 36 4.2

【Q４】あなたは和歌山市政に関する情報をどのような方法で入手していますか？（あてはまるもの全て選択）
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【Q４-１】その他（対象154人）
〇 仕事で携わった。
〇 知人との話
〇 議員
〇 職場
〇 市議会議員の市政報告会
〇 議員さんからのはがき
〇 和歌山市のLINE

内訳 人数 ％

聞いたことがある 276 32.1

聞いたことがない 583 67.9

合計 859 100.0

内訳 人数 ％

知っている 293 34.1

知らなかった 566 65.9

合計 859 100.0

【Q６】あなたは和歌山市保健所で「精神保健福祉相談」や「うつ病夜間相談」を行っていることを知っていますか？（ひとつだけ選択）

【Q５】自殺のリスクにつながるような悩みに気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなぎ、見守ることができる人を「ゲートキーパー」と言います。
あなたはこの言葉を聞いたことはありますか？（ひとつだけ選択）

32.1 67.9 ％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたこと

がある

聞いたこと

がない

34.1 65.9 ％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている

知らなかっ

た

5 / 6 ページ



内訳 人数 ％

そう思う 447 52.0

どちらかといえばそう思う 309 36.0

どちらかといえばそうは思わない 40 4.7

そうは思わない 24 2.8

わからない 39 4.5

合計 859 100.0

内訳 人数 ％

考えたことがある 121 14.1

考えたことがない 738 85.9

合計 859 100.0

内訳 人数 ％

できている 44 36.4

できていない 77 63.6

合計 121 100.0

お忙しい中、アンケート調査にご協力いただきありがとうございました。
皆さまからいただきました貴重なご意見・ご回答を参考に、本市の自殺対策を推進していきたいと考えております。
中でも、問５、問７、問８の回答結果につきましては、第２期和歌山市いのち支える自殺対策計画の成果指標として活用させていただきます。
今後とも皆さまのご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

【Q９】Q8で「考えたことがある」を回答した方のみにお聞きいたします。
あなたはそのことを誰かに話したり、相談することはできていますか？（ひとつだけ選択）

【Q８】あなたは過去１年以内に自殺したい、またはそれに近いことを考えたことがありますか？（ひとつだけ選択）

【Q７】あなたは自殺に関する問題は社会的に取り組むべきだと思いますか？（ひとつだけ選択）
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